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第４章 

１．景観まちづくりの基本理念、基本目標、基本方針 
 

本市の良好な景観の形成に関する考え方として、「岩国市景観ビジョン」を継承・発展させ、「景

観まちづくりの基本理念」と「景観まちづくりの基本目標」、「景観まちづくりの基本方針」を定

めます。 

 

また、市全域には様々な景観資源が分布し、それぞれの地域に個性ある景観が形成されている

ことから、景観特性によるゾーン区分を行い、ゾーンごとの景観形成方針、さらに重点地区の景

観形成方針へと展開します。 

 

（１）景観まちづくりの基本理念 

 

【景観まちづくりの基本理念】 

 

『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』 

 

景観まちづくりの基本理念は、「岩国市景観ビジョン」で示された基本理念を継承します。この

景観まちづくりの基本理念の下に、岩国市の豊かな自然や歴史を感じさせる魅力的な景観を保全

するとともに、これらと調和した快適な生活環境の創出を図り、岩国らしい景観づくりを進めま

す。 

また、市民が愛着と誇りを感じ、来訪者の心に残る景観まちづくりを進めるために、市民・事

業者・行政が協働で岩国市の美しい景観を未来につないでいく取組を展開します。 

 

（２）景観まちづくりの定義 

 

景観まちづくりとは、「景観まちづくりの基本理念」に定めた『自然と歴史を未来へつなごう 美

しい景観のまち岩国』を根幹とし、景観のめざすべき姿やイメージ等を示す「景観形成」と、景

観づくりに取り組むための体制等を示す「景観推進」の２つの視点による取組とします。 

景観推進景観形成 ＋

景観まちづくり
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景観まちづくりの方針

（３）景観まちづくりの基本目標と基本方針 

 

景観まちづくりの基本理念を踏まえ、景観まちづくりの基本目標と基本方針を以下のように定

めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①基本目標 

 

（景観形成の基本目標） 多様な魅力があふれる、岩国らしい景観まちづくり  

本市は、西中国山地から瀬戸内海まで、その地形や気候風土、産業等を基盤とする多様な景観

がみられます。これらの景観の個性や価値を活かしつつ、人々の生活と調和のある岩国らしい景

観まちづくりをめざします。 

また、本市の豊かな自然や歴史的なまちなみ、郷土の歴史や伝統文化は、岩国の宝として次世

代に伝えていくべきものです。これらの自然や歴史・伝統文化は、岩国らしさの象徴であり、これら

を大切にする心を育みながら、市民が誇れる岩国らしい景観まちづくりをめざします。 

 

（景観推進の基本目標） 多様な主体がともに育む、市民協働の景観まちづくり  

地域で育まれてきた豊かな景観を保全・継承していくためには、そこに住む人々の積極的な参

加や自主的な取組が必要となります。また、美しい景観は、市民の誇りとなり、多くの人々をひきつ

けるものであり、地域の活性化にもつながっていきます。 

本市の多様な景観資源の保全・活用に向け、景観まちづくりを担う人づくりや心づくり、市民の自

主的な活動を展開できる仕組みづくり、市民・事業者・行政等の協働の体制づくりに取り組み、多

様な主体がともに育む、市民協働の景観まちづくりをめざします。 

 

 

 

 

（景観推進の基本目標） 

（景観形成の基本目標） 

 多様な魅力があふれる、 

     岩国らしい景観まちづくり 

方針１ 豊かな自然を守り・活かす 
方針２ 歴史文化を未来へつなぐ 
方針３ 快適なまちを守り・創る 

方針４ まちづくりにつなげる 
方針５ 「人」や「心」を育てる 
方針６ 一人ひとりが主役となる 

 多様な主体がともに育む、 

     市民協働の景観まちづくり 

《景観形成の基本方針》 

《景観推進の基本方針》 
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第４章 

②基本方針 

 

（景観形成の基本方針） 

 

方針１ 豊かな自然を守り・活かす  

西中国山地国定公園、羅漢山県立自然公園に指定された緑豊かな山並み、岩国市を縦断する

清流錦川、中山間地域に広がる穏やかな里山、瀬戸内海等の豊かな自然環境は、それ自体が優

れた自然景観として、市民や来訪者へやすらぎや潤いを与えるとともに、まちなみの背景とし

て重要な役割を担っています。 

これらの優れた自然景観に囲まれた「岩国らしい景観まちづくり」に向け、本市の景観や生

活の基盤となっている自然景観の保全と再生を図り、調和のとれた穏やかな景観まちづくりを

進めます。 

 

方針２ 歴史文化を未来へつなぐ  

錦帯橋や城下町、山陽道や岩国往来等の旧街道の面影を残すまちなみ、山代地域の伝統芸能

をはじめとする地域の人々の生活・風習や、伝統を伝える神楽や祭事等は、岩国市で育まれて

きた歴史や文化を伝える重要な資源です。 

岩国市が誇るこれらの歴史的資源を守り活かしていくことは、「岩国らしい景観まちづくり」

に取り組むことであり、地域の歴史文化を未来へつなぐ景観まちづくりを進めます。 

 

方針３ 快適なまちを守り・創る  

岩国駅周辺を中心とした都市部では、県東部の中核都市としての都市機能が集積した都市の

景観を形成しています。また、臨海部の産業景観を形成する工業地帯、広がりのあるハス田や

中山間地域に点在する棚田等、市域の各地で、生活と生産が密着した“まち”の景観が広がっ

ています。 

人口減少や超高齢社会の到来、価値観の多様化等、変化を見せつつあるこれらの“まち”に

あって、市民一人ひとりが誇りを持てる「岩国らしい景観まちづくり」に向け、暮らしの場や

生業の場、さらには、交流の場として、快適なまちを守り・創っていく景観まちづくりを進め

ます。 
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景観まちづくりの方針

 

（景観推進の基本方針） 

 

方針４ まちづくりにつなげる  

美しい景観は、地域住民の誇りとなるとともに、多くの来訪者を誘う貴重な資源となります。 

そのため、「多様な主体がともに育む、市民協働の景観まちづくり」に向け、多様な主体の

参画を促し、景観づくりはまちづくりであるとの認識のもと、交流と連携の輪を広げ地域の活

性化につながる取組を進めます。 

 

方針５ 「人」や「心」を育てる  

岩国市で形成されている現在の景観は、長い歴史の中で、多様な主体が様々な形で関わりを

持って育まれてきた景観といえます。今後も、岩国市の景観を形づくるのは市民一人ひとりで

あることを認識することが大切です。 

そのため、「多様な主体がともに育む、市民協働の景観まちづくり」に向け、市民一人ひと

りが地域の景観に誇りを持ち、景観を守り育てる「心」を育むとともに、景観まちづくりに対

する意識を高めていく中で、中心となって活躍できる「人」づくりにつなげていきます。 

 

方針６ 一人ひとりが主役となる  

岩国市民や岩国市に訪れる人々は、美しい景観に囲まれ、心地よい快適な環境を享受する存

在であるとともに、生活や活動の中で接する身近な景観を創りだす主役ともいえます。 

そのため、「多様な主体がともに育む、市民協働の景観まちづくり」に向け、景観まちづく

りに取り組む協働・連携の体制づくりや活動の場の創出等を図り、一人ひとりが主役となる景

観まちづくりを進めます。 
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（４）景観まちづくりの基本理念、基本目標、基本方針の体系 

 

「景観まちづくりの基本理念」と「景観まちづくりの基本目標」、「景観まちづくりの基本方針」

の体系を整理すると、以下のような体系図になります。 

ゾーンごとの景観形成方針の展開、重点地区の景観形成方針の展開は、市全域での景観形成の

基本方針を踏まえて地域の個性や固有性を活かした取組を行うものであり、景観まちづくりの推

進は、市民・事業者・行政等の協働により全市で推進していくものとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『自然と歴史を未来へつなごう 美しい景観のまち岩国』

景観まちづくりの基本理念

景観まちづくりの基本方針

ゾーンごとの景観形成方針

景観まちづくりの基本目標

多様な魅力があふれる、
岩国らしい景観まちづくり

景観形成の基本目標

多様な主体がともに育む、
市民協働の景観まちづくり

景観推進の基本目標

方針３：快適なまちを守り・創る

方針１：豊かな自然を守り・活かす

方針２：歴史文化を未来へつなぐ 方針５：「人」や「心」を育てる

方針６：一人ひとりが主役となる

景観推進の基本方針

推進体制

景観形成の基本方針

方針４：まちづくりにつなげる

景観形成方策

景観まちづくりの基本方針
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２．景観形成のゾーン区分 

（１）ゾーン別の景観まちづくりの取組 

 

第1章岩国市の景観特性において、本市の景観は自然の景観、歴史・文化の景観、生活・生産

の景観から地域特性があることを示しました。 

本市の全体的・普遍的な景観形成の方針を基本方針等として示す一方で、地域の景観特性に対

応した景観形成を進めていくことを目的に、本計画では景観特性の類似する地域について景観ゾ

ーンを設定します。 

次章以降において、ゾーンごとに、景観特性と課題から景観まちづくりの目標と景観形成方針

を示し、良好な景観の形成のための取組の方策を示しています。また、重点地区については、各

景観ゾーン内において、指定していくこととします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）景観形成のゾーン区分 

 

岩国市の景観を捉えていくと、地域的なまとまりがあります。この地域的なまとまりを、ここ

ではゾーンとして捉え、５つの景観ゾーン（地域）に区分しています。 

 

市街地の景観ゾーン（岩国地域） 中心市街地のにぎわいや錦帯橋周辺の歴史的なまち

なみ等、多様な資源からなる景観ゾーン 

海と山の景観ゾーン（由宇地域） 瀬戸内海の海岸線と銭壺山、大将軍山等から続く山

並みが基調をなす景観ゾーン 

盆地の景観ゾーン（玖西地域）  高照寺山や蓮華山等に囲まれた玖珂盆地を中心とし

た景観ゾーン 

山と川の景観ゾーン（玖北地域） 中国山地から連なる山並みと錦川や小瀬川等が基調

をなす景観ゾーン 

島の景観ゾーン（柱島地域）   瀬戸内海に浮かぶ島々からなる多島美な景観ゾーン 

 

景観ゾーンＡ

全 体 全 体

景観ゾーンＢ

重点地区
重点地区の候補
となる地区

重点地区の候補
となる地区

重点地区の候補
となる市民提案

や行政案

重点地区の候補
となる市民提案

や行政案

景観ゾーンと重点地区の関係 
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山と川の景観ゾーン
（玖北地域）

盆地の景観ゾーン
（玖西地域）

市街地の景観ゾーン
（岩国地域）

海と山の景観ゾーン
（由宇地域）

島の景観ゾーン
（柱島地域）

山と川の景観ゾーン
（玖北地域）

盆地の景観ゾーン
（玖西地域）

市街地の景観ゾーン
（岩国地域）

海と山の景観ゾーン
（由宇地域）

島の景観ゾーン
（柱島地域）

基調となる景観（土地利用）

市街地

農地

森林

景 観 軸

海岸軸

河川軸

稜 線（山並み）

凡 例

基本情報

鉄道

道路

河川

市役所・総合支所・支所

主要な山

ゾーン区分図 
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景観まちづくりの方針

３．ゾーンごとの景観形成方針の構成 
 

５つの景観ゾーンごとに景観形成方針の構成は次のようになっています。 

なお、各ゾーン内において重点地区を指定している場合には、景観形成方針については、一般

地区と重点地区に分けて示します。重点地区の指定のないゾーンでは、今後、地域住民と行政と

の協働により、新たな重点地区の指定に向けた取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ゾーンごとの景観形成方針の展開 
 

ゾーンごとに示した景観形成方針を実現するために、行為の制限や他法令との整合・連携に関

する事項を定めます。 

 

 

 


